






1977 年から 1982 年までの 6 年間に山形県において発生した川崎病について県内の主要な

病院の協力を得てその実態調査を実施するとともに、主として私達の施設で超音波断層エ

コー法および選択的冠動脈造影法を施行し冠動脈病変の検索を行なった。 

ここにその実態調査結果の概略を報告するとともに、本症の予後を左右する要因である冠

動脈病変の経時的変化について述べる。 


